のち よし 3 うまつ やま 

度 広 島へ 来て 後、 妹壻の 知る ベが ある 予州松 山へ 密々 

に 旅立った と 云う 事が わかった。 そこで 敵 打の 一行 は 

いよぶね びん かんぶん もなか つつが 

すぐに 伊予 船の 便 を 求めて、 寛 文 七 年の 夏の 最中、 恙 

なく 松 山の 城下へ はいった。 

松 山に 渡った 一行 は、 毎日 編 笠 を 深く して、 敵の 

ゆくえ 

行方 を 探して 歩いた。 しかし 兵衛も 用心が 厳しい と 見 

あらわ 

えて、 容易に 在処を 露さなかった。 一度 左 近が 兵衛 

らしい 梵論 子の 姿に 目 をつ けて、 いろいろ 探り を 入れ 

て 見た が、 結局 何の 由縁 もない 他人 だと 云う 事が 明か 

になった。 その内に もう 秋風が 立って、 城下の 屋敷町 

の 武者 窓の 外に は、 溝 を 塞いで いた 藻の 下から、 追い 



追い 水の 色が 拡がって 来た。 それに つれて 一行の 心に 

は、 だんだん 焦燥の 念が 動き 出した。 殊に 左 近 は 出合 

い を あせって、 ほとんど 昼夜の 嫌いな く、 松 山の 内外 

うかが しょ だち 

を 窺って 歩いた。 敵 打の 初 太刀 は 自分が 打ちたい。 

しゅ-つ おや 

万 一 甚 太夫に 遅れて は、 主 親 を も 捨てて 一 行に 加わつ 

めんぼく 

た、 武士た る 自分の 面目が 立たぬ。 —— 彼 はこう 心の 

内に、 堅く 思いつめて いたのであった。 

ふたつき のち かい 

松 山へ 来てから 二月 余リ 後、 左 近 は その 甲斐が あつ 

しのび かご 

て、 ある 日 城下に 近い 海岸 を 通りかか ると、 忍 駕籠に 

つき 添うた 二人の 若党が、 漁師た ち を 急がせて、 舟 を 

仕立てて いるのに 遇った。 やがて 舟の 仕度が 出来た と 



は楓の 真心に 感じて、 とうとう 敵 打の 大事 を 打ち 明 

けた。 すると 思いがけなく 彼女の 口から、 兵衛 らしい 

侍が 松 江 藩の 侍た ちと 一し よに、 一月ば かり 以前 和 泉 

屋へ 遊びに 来たと 云う 事が わかった。 幸 ひ その 侍の 

相 方の 織 を 引いた 楓は、 面体から 持ち物まで、 かなり 

はっきりした 記憶 を 持って いた。 のみならず 彼が 二三 

うち うんしゅう まつえ おもむ 

日中に、 江戸 を 立って 雲 州 松 江へ 赴こうと している 

こみ IJ~- 

事 なぞ も、 ちらりと 小耳に挟ん でいた。 求 馬 は 勿論 喜 

んだ。 が、 再び 敵 打の 旅に 上る ために、 楓と 当分 —— 

あるいは 永久に 別れなければ ならない 事 を 思う と、 自 

然求 馬の 心 は 勇まなかった。 彼 は その 日 彼女 を 相手に、 



わたく しぎ にゅうじゃく 

「私儀 柔 弱 多病に つき、 敵 打の 本懐 も 遂げ 難き やに 

そうろう あ いだ 

存 せられ 候 間 …… 」 —— これが その 仔細の 全部で 

あった。 しかし 血に 染んだ 遺書の 中には、 もう 一通の 

書面が 巻き こんであった。 甚 太夫 はこの 書面へ 眼 を 通 

と-つ しん 

すと、 おもむろに 行燈を ひき 寄せて、 燈 心の 火 を それ 

へ 移した。 火 はめら めら と 紙 を 焼いて、 甚 太夫の 苦い 

顔 を 照らした。 

ことし かえで に せ 

書面 は 求 馬が 今年の 春、 楓と 二世の約束 をした 

きしょうもん 

起請文の 一 枚であった。 



かんぷん じんだ ゆう きさ ぶ ろ う 

寛 文 十 年の 夏、 甚 太夫 は 喜三郎 と共に、 雲 州 松 江の 

おおはし しんじこ 

城下へ はいった。 始めて 大 橋の 上に 立って、 宍道 湖の 

天に 群って いる 雲の 峰 を 眺めた 時、 二人の 心に は 云 

い 合せた ように、 悲壮な 感激が 催された。 考えて 見れ 

ば 一行 は、 故郷の 熊 本 を 後に してから、 ちょうど これ 

で 旅の空に 四 度 目の 夏 を 迎える のであった。 

きょうば しかい わい はたご 

彼等 はまず 京 橋 界隈の 旅籠に 宿 を 定める と、 翌日 

からすぐ に 例の ごとく、 敵の 所在 を 窺い 始めた。 する 

まつだ いらけ 

とそろ そろ 秋が 立つ 頃に なって、 やはり 松 平家の 侍に 

不伝 流の 指南 をして いる、 恩 地 小左衛 門と 云う ijw の屋 



しかし 恩 地 小 左衛門 は、 山陰に 名 だた る 剣客で あつ 

た。 それだけに また 彼の 手足と なる 門弟の 数 も 多 かつ 

ま- 0, 

た。 甚 太夫 は そこで 惴 りながら も、 兵衛が 一 人外 出す 

る 機会 を 待たなければ ならな か つ た。 

機会 は 容易に 来なかった。 兵衛は ほとんど 昼夜と も、 

屋敷に とじこもって いるら しかった。 その内に 彼等の 

旅籠の 庭に は、 もう 百日紅 の 花が 散って、 踏 に 落ち 

る 日の 光 も 次第に 弱くな リ 始めた。 二人 は 苦しい 焦燥 

しょうつきめいにち 

の 中に、 三年 以前 返り 打に 遇った 左 近の 祥月命日 を 

よ しょうこ-ついん 

迎えた。 喜 三郎は その 夜、 近くに ある 祥光院 の 門 を 

たた おしょう おもん ばか 

敲 いて 和尚に 仏事 を修 して 貰った。 が、 万一 を 慮 つ 



ぞくみょう も 

て、 左 近の 俗名 は 洩らさず にいた。 すると 寺の 本堂に、 

意外に も 左 近と 平太郎 との 俗名 を 記した 位牌が あった。 

なにげ よそお 

喜 三郎は 仏事が 終って から、 何気ない 風 を 装って、 

しょけ ゆかり 

所 化に その 位牌の 由縁 を 尋ねた。 ところが さらに 意外 

な 事に は、 祥光院 の 檀家た る 恩 地 小左衛 門の かかり 人 

が、 月に 二度の 命日に は 必ず 回向に 来る と 云う 答が 

あった。 「今日 も 早くに 見えました。」 —— 所 化 は 何も 

気がつかな いように、 こんな 事まで もっけ 加えた。 喜 

三郎は 寺の 門 を 出ながら、 加納 親子 や 左 近の 霊が 彼等 

みよ-つじよ 

に 冥 助 を 与えて いるよう な、 気強 さ を 感ぜずに はい 

られ なかった。 



旅籠の 門 を 出た。 

外 はま だ 人通りがなかった。 二人 は それでも 編 笠に 

しょ-つ こ-ついん 

顔 を 包んで、 兼ねて 敵 打の 場所と 定めた 祥光院 の 門 

前へ 向った。 ところが 宿 を 離れて 一 二 町 行く と、 甚太 

け さ しもん 

夫 は 急に 足 を 止めて、 「待てよ。 今朝の 勘定 は 四 文 釣 

銭が 足らなかった。 おれ はこれ から 引き返して、 釣銭 

の 残り を 取って来る わ。」 と 云った。 喜三郎 はも どか 

しそうに、 「高が 四 文の はした 銭で は ございま せんか。 

御 戻りになる が もの は ございますまい。」 と 云って、 一 

刻 も 早く 鼻の 先の 祥光院 まで 行って いようと した。 し 

ちょう もく 

かし 甚 太夫 は 聞かなかった。 「鳥目 は 元より しく は 



を 垂れた。 そうして ついに 空しくなった。 …… 

寛 文 十 年^ 暦 十月の 末、 喜 三郎は 独り 蘭 袋に 辞して、 

故郷 熊 本へ 帰る 旅程に 上った。 彼の 振 分けの 行李の 中 

もとめ さ こん じんだ ゆう 

に は、 求 馬 左近甚 太夫の 三人の 遺髪が はいって いた。 

後談 

かんぶん うんしゅう まつえ しょうこういん はかしょ 

寛 文 十 一年の 正月、 雲 州 松 江 祥光院 の 墓所に は、 

四 基の 石塔が 建てられた。 施主 は 緊く秘 したと 見えて、 

誰も 知っている ものはなかった。 が、 その 石塔が 建つ 

そうぎょう こうばい さ 

た 時、 二人の 僧形が 紅梅の 枝 を 提げて、 朝早く 祥光院 



の 門 をく ぐ つ た。 

まっきらん たい まぎ 

その 一人 は 城下に 名高い、 松 木 蘭 袋に 紛れなかった。 

もう 一人の 僧形 は、 見る 影 もな く 病み耄け ていたが、 

それでも 凛々 しい 物 ごしに、 どこか 武士ら しい 容 子が 

あった。 二人 は 墓前に 紅梅の 枝 を 手 向けた。 それから 

新しい 四 基の 石塔に 順々 に 水 を 注いで 行った。 …… 

後年 黄檗慧 林の 会 下に、 当時の 病み耄けた 僧形と よ 

く 似寄った 老衲 子が いた。 これ も 順 鶴と 云う 僧 名の 

ほか は、 何も 素性の 知れない 人物であった。 

(大正 九 年 四月) 
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